
令 和 ６ 年 第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 3 月 1 2 日 ）

令 和 ６ 年 第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問 （ ３ 月 1 3 日 ）

當 山  直 彦  議 員 P 1 7℡ 0 9 0 -1 9 4 5 -6 0 7 4

❶ 緊 急 医 療 情 報 キ ッ ト の 導 入 及 び 緊 急 時 情 報 の 共 有

　 に つ い て

❷ ア ル コ ー ル 依 存 症 に つ い て

新 城  哲  議 員 P 1 6℡ 9 6 7 -8 9 6 7

❶ 子 供 の 貧 困 対 策 に つ い て

❷ 通 学 か ば ん ラ ン ド セ ル に つ い て

❸ 健 康 づ く り 活 動 の 担 い 手 育 成 に つ い て

❹ 名 嘉 真 海 岸 ・ 護 岸 沿 い 船 揚 場 ス ロ ー プ に 大 量 の 砂 ・

　 サ ン ゴ 砂 利 の 堆 積 に つ い て

佐 渡 山  明  議 員 P 1 8℡ 9 6 6 -2 4 4 3

❶ 恩 納 村 の 防 災 計 画 に つ い て

❷ 恩 納 村 の 役 割 （ 危 機 対 策 担 当 者 の 専 任 に つ い て ）

❸ 恩 納 村 の 役 割 （ 消 防 団 員 に つ い て ）

❹ 村 災 害 対 策 本 部 の 組 織 ・ 人 員 に つ い て

大 城  堅 三  議 員 P 1 9℡ 9 6 6 -2 3 9 3

施 政 方 針 よ り

❶ 自 然 環 境 の 保 全 創 出 に つ い て

❷ 行 財 政 に つ い て

又 吉  貢  議 員 P 2 0℡ 0 9 0 -3 7 9 5 -6 0 8 4

❶ 漁 港 管 理 と 水 産 物 に つ い て

❷ 体 育 施 設 指 定 管 理 に つ い て

安 里  周 作  議 員 P 8℡ 9 6 6 -8 3 5 2

❶ 行 政 区 長 常 会 に つ い て

❷ 認 定 こ ど も 園 に つ い て

❸ 高 校 生 通 学 費 援 助 に つ い て

❹ 特 殊 詐 欺 に つ い て

稲 村  雅 司  議 員 P 9℡ 0 9 0 -9 4 0 4 -6 3 8 2

❶ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ に つ い て

❷ 放 課 後 子 ど も 教 室 に つ い て

❸ 施 政 方 針 か ら （ ４ ） 観 光 業 の 振 興 に つ い て

當 山  達 彦  議 員 P 7℡ 9 6 6 -2 1 6 4

❶ 定 住 促 進 事 業 に つ い て

❷ 大 学 院 大 学 周 辺 に お け る 門 前 町 構 想 に つ い て

❸ 沈 砂 池 の 管 理 に つ い て

比 嘉  秀 康  議 員 P 1 1℡ 0 8 0 -6 4 9 0 -5 6 5 8

❶ 送 水 管 路 の 漏 水 の 状 況 と 計 画 に つ い て

❷ 施 政 方 針 か ら の 質 問 （ 通 学 路 の 安 全 点 検 ）

❸ こ れ ま で の 質 問 の 進 捗 状 況 に つ い て

大 城  保  議 員 P 1 2℡ 9 6 4 -3 8 4 1

施 政 方 針 か ら

❶ 住 環 境 整 備 に つ い て

❷ 農 業 の 振 興 に つ い て

喜 納  正 誠  議 員 P 1 3℡ 9 6 4 -2 5 8 0

❶ 宇 加 地 区 の 環 境 整 備 と 地 域 活 性 化 に つ い て

❷ 倫 理 規 定 に つ い て （ 株 ） ま え だ の 件 （ ４ 回 目 ）

❸ 工 事 請 負 契 約 の 件 に つ い て （ １ ２ 月 の 補 正 予 算 ）

宮 﨑  匠  議 員 P 1 0℡ 0 9 0 -9 7 8 3 -4 6 2 4

❶ 前 兼 久 漁 港 に お け る 若 手 漁 業 者 の バ ー ス （ 船 の 停 泊

　 場 所 ） 不 足 に つ い て

❷ 恩 納 村 総 合 保 健 福 祉 セ ン タ ー に お け る 授 乳 室 （ 母 親

　 専 用 ）・ ベ ビ ー ル ー ム （ 赤 ち ゃ ん 連 れ 専 用 ） の 整 備 に

　 つ い て

❸ 農 業 ・ 水 産 業 の 振 興 に つ い て

山 田  政 幸  議 員 P 1 4℡ 9 6 7 -8 4 8 5

❶ 恩 納 村 北 部 地 域 の 活 性 化 に つ い て

❷ 文 化 的 観 光 資 源 の 活 用 及 び 歴 史 教 育 に つ い て

亀 谷  梢  議 員 P 1 5℡ 9 6 6 -2 1 1 5

❶ 学 校 現 場 の 任 用 職 員 の 待 遇 及 び 状 況 に つ い て

❷ 教 育 委 員 の 役 割 に つ い て

❸ 学 校 の 避 難 対 策 に つ い て

❹ 社 会 教 育 に つ い て

令 和 ６ 年 第 ３ 回 恩 納 村 議 会 定 例 会 の ご 案 内

６ 月 定 例 会 は 、６ 月 ４ 日 （ 火 ） か ら を 予 定 し て い ま す 。

次 回 定 例 会 か ら 、 一 般 質 問 の 時 間 （ 答 弁 を 含 め な い ） が ２ ０ 分 か ら ３ ０ 分 に 変 更 と な り ま す 。
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一 般 質 問

當 山 達 彦  議 員

　 定 住 促 進 事 業 に  つ  い て

、  一

部 相 続 人 が

多 い こ と か ら 次 年 度 も 地 権 者 と 交 渉 を進 め て い き た い と 考 え て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

 

　 事 業 計 画 区 域 か ら 外 せ な い 土 地 等 は 、等 価 交 換 も 含 め て 検 討 し て い か な け れば い け な い と 考 え て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

 

谷 茶 区 定 住 促 進 事 業 の 進 捗 状 況 を伺 う 。村 と し て 最 終 的 に 取 得 で き な か った 場 合 、  村 有 地 と 等 価 交 換 さ れ るの か ど う 考 え て い る か 。

　 工 程 表 案 は 作 成 し て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

 

事 業 計 画 に 関 し て の 行 程 表 は 作 成さ れ て い る か 伺 う 。

 

定 住 促 進 事 業 は 、  恩 納 村 か ら 他 市町 村 へ 住 ん で い る 若 い 者 た ち を 呼び 戻 す た め の 事 業 だ と 私 は 思 っ てい ま す の で 、  早 め の 実 現 を 望 ん でい る と こ ろ で す 。

　 全 体 的 な 構 想 に つ い て 説 明 会 を 開 催で き た ら と 考 え て い ま す 。

 

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

定 住 促 進 事 業 の 基 本 構 想 計 画 、住 民 説 明 を 行 う の か 伺 う 。

り に は 進 ん で い ま せ ん 。  商 業 施 設 の 誘致 も 含 め て 現 在 村 の で き る 範 囲 で 事業 を 進 め て い る 状 況 で す 。

 

大 学 院 大 学 周 辺 の 門 前 町構 想 に つ い て　 平 成

１ ９年 に 県 を 中 心 と し て 、  整 備 検

討 が 行 わ れ て い ま す が 、  整 備 計 画 ど お

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

門 前 町 構 想 の 現 状 に つ い て 伺 う 。

　 科 学 技 術 振 興 課 と 調 整 を 密 に 行 って 、  周 辺 整 備 の 実 現 に 向 け て 関 係 機 関  へ要 望 し て い き た い と 考 え て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

 

門 前 町 構 想 へ の 今 後 の 働 き か け につ い て 伺 う 。

　 地 域 活 性 化 起 業 人 ア ド バ イ ザ ー も活 用 を し な が ら 、  関 わ っ て い け れ ば と考 え て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

 

村 が リ ー ダ ー シ ッ プ を 取 っ て 企 画を 進 め る 必 要 が あ る と 思 う の で すが 、  ど う 思 う か 。ア ド バ イ ザ ー を 大 い に 活 用 し 企画 を 進 め て い く こ と が 、  こ れ か ら重 要 な も の だ と 思 い ま す 。  村 長 はど の よ う に お 考 え な の か 。

　 定 住 促 進 地 域 を 門 前 町 構 想

の 一

部

と し て 先 行 的 に 整 備 で き た ら と 考 えて い ま す 。  谷 茶 の 集 落 地 の 後 背 地 は 門前 町 構 想 の 区 域 内 だ と 考 え て お り 優先 的 に 整 備 で き る 地 区 と し て 先 行 的に 進 め て い き た い と 考 え て い ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

村 で は 新 た な 構 想 は な い の か 伺 う 。

定 住 促 進 事 業 に つ い て

村 長

 （ 長 浜
 善 巳 ）

 

　 村 内 に は 約 １ ０ １ か 所 の 沈 砂 池 が あり 、  赤 土 流 出 に よ る サ ン ゴ 礁 や モ ズ ク 、ア ー サ の 養 殖 海 域 に 流 出 の あ る 農 地 の沈 砂 池 に つ い て は 、  重 点 的 に 土 砂 の 流出 対 策 を 行  っ  て お り 、  農 地  ・  水 の ほ う でも 対 応 を 行  っ  て い ま す 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

村 内 の 沈 砂 池 の 管 理 に つ い て 伺 う 。

　 全 て の 沈 砂 池 の 現 況 に つ い て は 把 握で き て お り ま せ ん 。  沈 砂 池 内 の 石 積 みの 破 損 に つ い て は 、  早 急 に 対 応 の ほ うを 行  っ  て い き た い と 思 い ま す 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

沈 砂 池 の 中 か ら 大 木 が 目 立 ち 、  石積 み も

崩 れ そ う で す 。

沈 砂 池 及 び

周 辺 の 大 木 管 理 に つ い て 伺 う 。

沈 砂 池 の 管 理 に つ い て 　 こ の 地 域 は 活 性 化 す る 上 で は 大 変重 要 な と こ ろ だ と 思 い ま す 。  現 在 、新 規 住 宅 の 整 備 ま た 商 業 施 設 の 誘 致を 早 期 に で き る よ う に ア ド バ イ ザ ーの 力 を 借 り 、  引 き 続 き 谷 茶 区 を は じ め議 員 の 協 力 、  支 援 も お 願 い し た い と 思い ま す 。
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